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人口及び世帯数
（1月1日現在）

異動状況
（12月1日～12月31日）

前月比
増

転入 出生 転出 死亡
減

人
　口

男
女
計

世帯

900人
924人

1,824人
878世帯
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人口の動き

※令和7年12月1日～令和7年12月31日届出分

△2
△3
△5
△2

　小学校入学前（就学前）のお子さんの写真「きらきら★
きっず」の掲載写真を募集しています。
　保育所・保育園のお子さんの写真も大歓迎です。ぜひ、
ご応募ください!お待ちしています。
　■お申込み・お問合せ　企画観光課企画係　32-0502

きらきら★きっず

おくやみ

大　江　春　子

おところ お な ま え 年齢

菅　野 89歳
おお　 え 　はる こ

佐々木　淳　夫本庄浜 92歳
さ さ き 　 おあつ

令和8年1月22日発行（毎月第4木曜日発行）
※広報伊根は町ホームページからも
　ダウンロードすることができます。
電子書籍ポータルサイト「KYOTO eBOOKS」
からも閲覧することができます。

　URL：http://www.kyoto-ebooks.jp/

　この欄で紹介するおめでたとおくやみは、役場窓口で
届出の際に希望されたもののみを掲載しています。

広

　
　告

前野 蛍(ほたる)くん（２歳）

みんなを笑顔にしてくれるほたちゃん。
元気に大きく育ってね！

前野 真一さん・加陽さんの三男(野室)
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今月の表紙

伊根地区餅つき大会

■

■

■
■

新年のごあいさつ
　　　　伊根町長　吉本　秀樹…
未来に向けて輝き続ける京都づくりに挑戦
　　　京都府知事　西脇　隆俊… 
投票区の再編と投票日当日の投票時間繰上のお知らせ…
地域振興券を発行します！………

今月の

TOPICS
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

府
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ

つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
（
よ
ろ
こ
）
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
昨
年
は
、「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
開
催

を
通
じ
て
、
多
く
の
方
に
京
都
の
伝
統
か

ら
革
新
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
文
化

庁
の
京
都
移
転
か
ら
３
年
目
を
迎
え
、
国

と
協
力
し
て
新
し
い
文
化
政
策
を
京
都
か

ら
創
り
上
げ
、
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
京
都
の
文
化

力
の
奥
深
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
も
な

り
ま
し
た
。

　「
美
し
い
花
を
咲
か
せ
続
け
る
に
は
、
停

滞
す
る
こ
と
な
く
、
変
化
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」。
こ
れ
は
、
室
町
時
代
に
能

を
大
成
し
た
世
阿
弥
（
ぜ
あ
み
）
が
「
風

姿
花
伝
（
ふ
う
し
か
で
ん
）」
に
残
し
た
後

人
へ
の
心
得
で
す
。
当
時
の
大
衆
芸
能
で

あ
っ
た
猿
楽
（
さ
る
が
く
）
を
磨
き
上
げ
、

日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
芸
術
で
あ
る
能
へ

と
昇
華
さ
せ
て
い
っ
た
世
阿
弥
は
、
常
に

変
化
を
恐
れ
ず
進
化
し
て
い
く
努
力
の
大

切
さ
を
花
に
例
え
て
説
き
ま
し
た
。
千
年

の
京
都
の
歴
史
と
文
化
も
、
そ
の
と
き
ど

き
の
先
人
た
ち
が
絶
え
間
な
く
変
化
を
繰

り
返
し
て
育
て
あ
げ
て
き
た
、
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
る
京
都
の
魅
力
の
源
泉
で
す
。

そ
し
て
、
時
代
の
変
化
を
柔
軟
に
受
け
容

（
い
）
れ
、
常
に
技
術
の
進
歩
を
人
々
の
幸

せ
に
し
な
や
か
に
結
び
付
け
る
文
化
と
心

根
が
、
今
も
昔
も
京
都
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
し
続
け
る
原
動
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
は
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
か
ら
の

「
贈
り
も
の
」
を
活
か
し
て
、
人
と
人
と
の

絆
や
京
都
府
と
府
民
の
皆
さ
ま
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き

た
、
京
都
府
総
合
計
画
の
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。
全
て
の
営
み
の
土
台
と
な
る
安

心
を
確
か
な
も
の
と
し
、
府
民
の
皆
さ
ま

が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
あ
た
た

か
く
育
み
な
が
ら
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢

を
抱
い
て
い
け
る
、「
あ
た
た
か
い
京
都
づ

く
り
」
を
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
に
加
え
、
気
候
変
動
や
Ａ
Ｉ

に
よ
る
技
術
革
新
な
ど
、
大
き
な
変
革
期

に
あ
り
ま
す
。
先
行
き
を
見
通
せ
な
い
今

こ
そ
、
京
都
の
魅
力
を
支
え
る
府
民
の
皆

さ
ま
や
京
都
を
訪
れ
る
多
彩
な
人
材
と
共

に
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
京
都
の
魅
力

の
源
泉
を
磨
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

未来に向けて輝き続ける
　　　　　京都づくりに挑戦

京都府知事 西脇　隆俊

し
て
、今
年
の
干
支
（
え
と
）「
午
（
う
ま
）」

が
象
徴
す
る
、
飛
躍
し
、
力
強
く
前
進
す

る
馬
の
如
く
、
直
面
す
る
課
題
を
一
つ
ず

つ
乗
り
越
え
な
が
ら
、
前
へ
前
へ
と
絶
え

ず
成
長
を
続
け
る
、
輝
き
続
け
る
京
都
を

実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を

ご
家
族
共
々
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
、
丙
午
（
ひ
の
え
　
う

ま
）。
丙
は
「
火
」
の
要
素
を
持
ち
太
陽
の

よ
う
な
明
る
さ
や
情
熱
を
表
し
、
午
は
行

動
力
と
決
断
力
、
力
強
さ
の
象
徴
で
す
。

よ
っ
て
今
年
は
「
活
力
と
生
命
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
、
新
し
い
挑
戦
や
努
力
が
実

を
結
ぶ
年
」
で
あ
り
ま
す
。

　
伊
根
町
も
、
丙
午
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
下
、
地
域
の
振
興
発
展
に
向
け
道
を
切

り
開
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
さ
て
、
政
府
は
、「
強
い
経
済
」
を
実
現

す
る
総
合
経
済
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
、
本
町
で
も
生
活
者
支
援
、
事
業
者

支
援
と
し
て
地
域
振
興
券
に
よ
る
町
内
経

済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

致
し
ま
す
。
第
一
弾
、
町
民
お
一
人
に
つ

き
２
万
円
、
第
二
弾
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー

の
地
域
振
興
券
を
お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

　
４
月
に
は
、
伊
根
分
校
跡
地
活
用
事
業

で
、
住
民
さ
ん
の
要
望
を
受
け
誘
致
を
行
っ

た
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊
根
店
が
、
よ
う
や

く
開
店
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
日
用
品
、

食
料
品
の
購
入
は
も
と
よ
り
、
更
に
は
、

薬
局
も
備
え
、
院
外
処
方
箋
に
も
対
応
で

き
ま
す
。
伊
根
町
の
暮
ら
し
と
生
活
、
広

く
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
利
便
性
向
上

が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
の
保
護
者
会
か
ら
、
児

童
数
の
減
少
や
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
に

関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
教
育
委
員
会
で
は
審
議
会
を
設
置
し
、

協
議
・
答
申
を
経
て
「
伊
根
町
立
小
学
校

再
編
計
画
」
を
策
定
し
住
民
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
、
こ
の
間
足
掛
け
３
年
で
す
。

　
伊
根
町
総
合
教
育
会
議
で
は
、
こ
の
経

過
を
踏
ま
え
、
本
年
か
ら
来
年
度
末
に
か

け
て
準
備
を
進
め
、
令
和
９
年
４
月
に
町

内
２
つ
の
小
学
校
を
１
つ
に
再
編
す
る
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
の
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
伊
根

町
の
自
然
・
景
観
・
歴
史
・
伝
統
・
文
化

と
対
話
し
心
身
を
磨
き
育
む
よ
り
良
き
教

育
の
場
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、「
日
本
海
の
波
晴
れ
て
」
で
始
ま

る
伊
根
町
歌
、
そ
の
末
尾
に
は
「
自
由
と

自
治
に
開
け
行
く
、
わ
が
伊
根
町
に
希
望

あ
り
」そ
う
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
、

我
等
が
伊
根
町
に
希
望
は
あ
り
ま
す
。
そ

の
希
望
を
皆
さ
ん
と
共
に
大
き
く
大
き
く

育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
皆
で
創
る
　
え
え

町
」
伊
根
町
に
向
け
共
に
邁
進
し
た
く
思

い
ま
す
。

　
結
び
に
、
私
も
、
明
る
く
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
町
づ
く
り
に
更
な
る
精
進
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
叱
咤
激
励
、

御
支
援
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

ご
壮
健
で
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ
伊根町長 吉本　秀樹
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１
を
式
初
出
団
防
消
町
根
伊
の
例
恒
春
新
　

月

。
た
し
ま
し
催
開
で

昨
た
し
発
多
が
災
火
な
模
規
大
に
的
国
全
、
は
員
団
防
消
た
し
加
参
　

て
き
起
つ
い
、
く
な
は
で
の
も
な
別
特
て
し
決
は
害
災
、
り
返
振
を
年

、
め
た
の
全
安
心
安
の
民
町
、
と
も
の
識
認
う
い
と
い
な
く
し
か
お
も

。
た
し
ま
し
意
決
て
め
改
を
と
こ
る
す
力
尽
に
策
対
害
災
、
防
予
の
災
火

。
た
し
ま
い
行
を

年
８
和
令

 

催
開
を
式
初
出
団
防
消
町
根
伊

第1分団本部

第１分団第３部

第２分団本部

第１分団第４部

第２分団第２部

第１分団第１部

第２分団第１部

第１分団第５部

第１分団第５部

第２分団第１部

第２分団第２部

第１分団第５部

第２分団第２部

第２分団第２部

京都府消防協会　精績章

京都府消防協会　精勤章

両丹都市消防協議会長

丹後ブロック
消防連絡協議会長

京都府消防協会
宮津与謝支部長

団長

村山　重雄

石倉　健男

岡本　逸平

藤原　　勝

吉田　晃彦

吉田　龍二

矢野　雅之

夏苅　昌朗

長濱　信吾

三野　真幸

森　　友希

永濱　春馬

上野　広尚

奥田　大樹

副分団長

部長

副分団長

部長

班長

団員

団員

班長

団員

団員

団員

班長

団員

団員

表彰名 所属 階級 氏名

令和7年度定例表彰一覧（敬称略）
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投票区の再編と投票日当日の投票時間繰上のお知らせ

　これまでから選挙の執行において、投票管理者や投票立会人の推薦の対応に窮していることや地元行事への影
響から投票所を別の場所にしてほしい等の地元要望をいただいていました。
　伊根町選挙管理委員会では、全投票者のうち半数以上が期日前投票を利用されている状況と投票所までの移動
にいねタクを無料で利用できる投票環境をふまえ、要望のあった地区を対象に投票区の再編を決定しました。
　また、投票管理者や投票立会人の負担を軽減するため投票日当日の投票時間をすべての投票所で午後 6 時まで
に繰上げます。（期日前投票はいままでどおり午前 8時 30分から午後 8時までです。）
　次回選挙から再編後の投票区と投票時間で実施します。

３．投票所への移動支援
　　伊根町では、期日前投票や投票日当日の投票所への移動にいねタクを無料でご利用いただけます。
　　いねタクは、ご自宅から投票所まで行くことができますので、ぜひご利用ください。

１．投票区の再編

２．投票日当日の投票時間
午前７時 ～ 午後6時（期日前投票はいままでどおり午前 8時 30分から午後 8時までです。）

第 1投票区
伊根町コミュニティ
センターほっと館
第２投票区
立石集会所
第３投票区
大原公民館
第４投票区
新井集会所
第５投票区
泊泉苑
第６投票区
峠住民センター
第７投票区
本庄上集会所
第８投票区
本庄宇治集会所
第９投票区
本庄浜公民館
第 10投票区
蒲入集会所
第 11投票区
菅野公民館
第 12投票区
滝根公民館
第 13投票区
筒川地区
コミュニティセンター

日出・高梨・西平田
東平田・大浦

立石・耳鼻・亀山

大原

新井

泊・津母・井室・六万部

峠・畑谷

本庄上

本庄宇治・長延

本庄浜・野室

蒲入

菅野

越山・滝根・湯之山・成

本坂・寺領・薦池
河来見・朴丸・野村

旧投票区
投票区・場所 対象地区

第1投票区
伊根町コミュニティ
センターほっと館
第２投票区
大原公民館
第３投票区
新井集会所
第４投票区
泊泉苑
第５投票区
本庄上集会所
第６投票区
本庄宇治集会所
第７投票区
本庄浜公民館
第８投票区
蒲入集会所
第９投票区
筒川地区
コミュニティセンター

日出・高梨・西平田
東平田・大浦
立石・耳鼻・亀山
大原

新井

泊・津母・井室・六万部
峠・畑谷
本庄上

本庄宇治・長延

本庄浜・野室

蒲入

菅野・越山・滝根・湯之山
成・本坂・寺領
薦池・河来見・朴丸・野村

新投票区
投票区・場所 対象地区

※太字で下線のある地区が再編対象地区
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町内に配布している広報紙には掲載しています



夢を贈るサンタさん

　本格的な冬の訪れを前に、ぽれぽれではクリスマス会
を開催しました。
　クリスマスの飾りつけや音楽を親子で楽しみ、サンタ
さんからプレゼントをもらったこどもたちは、みんなに
こにこ笑顔を見せていました。
　新しい年を迎え、ぽれぽれは親子の温かい雰囲気でつ
つまれています。
　今年もぽれぽれが親子にとって居心地
がよく、のびのびと育ちあえる場であり
たいと願っています。

伊根町子育て支援センターぽれぽれ
☎32－0082

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
を
選
任
し
ま
し
た

　
伊
根
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
１
名
の
任
期
満
了
を
受

け
、
古
板 

利
成 

氏
（
再
任
）
を
議

会
の
同
意
を
得
て
選
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
12
月
23
日
か

ら
令
和
10
年
12
月
22
日
ま
で
で
す
。

【
伊
根
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会 

委
員
】

 

委
員
長
　
　
　
　
木
村 

欣
一 

氏

 

同
職
務
代
理
者
　
古
板 

利
成 

氏

　
　
　
　
　
　
　 

藤
原 

恵
理
奈 

氏

　
　
　
　
　
　

地
域
振
興
券
を

　
　
　
　発
行
し
ま
す
！

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生

活
者
を
支
援
す
る
た
め
、「
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
、
地
域
振
興

券
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
者
　
令
和
８
年
１
月
１
日

時
点
で
伊
根
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
の
あ
る
方

配
布
金
額
　
１
人
に
つ
き
２
万
円
分

利
用
期
間
　
配
布
日
か
ら
６
月
30
日

（
火
）
ま
で

対
象
店
舗
　
伊
根
町
内
の
登
録
店
舗

　
対
象
店
舗
の
詳
細
は
、
振
興
券

と
共
に
お
送
り
す
る
利
用
対
象
一

覧
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
「
令
和
７
年
度
伊
根
町
臨
時

地
域
振
興
券
利
用
対
象
施
設
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

 

企
画
観
光
課  

☎
３
２
–
０
５
０
２

古板　利成　氏

対
象
店
舗
は

こ
ち
ら

振
興
券
の
詳
細
は

こ
ち
ら
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○いずれの会場も午前中は混雑します。お時間のご都合がつく方は午後のご来場をご検討ください。
○２月のほっと館での相談は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。
　申告期間は３月１５日までですので、焦らずにご来場ください。

会場には下記の書類等を持参してください。
　○令和7年中の収入が分かる書類（給与や年金の源泉徴収票など）
　○所得控除に必要な書類（生命保険料、地震保険料の払込証明書など）
　○事業所得のある方は「住民税の収支内訳書」及び収入・必要経費関係書類
　○本人確認書類
　　（①マイナンバーカード　または　②マイナンバー通知カード及び運転免許証や健康保険証など）
　●印鑑は不要です。

申告相談の日程について
※降雪等で日程を変更する場合があります。

月　日

２

３

曜 相談時間 相談会場 相談対象地域
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00

9：30～11：30

筒 川 地 区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

本 庄 地 区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

本 庄 地 区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

蒲 入 集 会 所

新 井 集 会 所

ほ っ と 館
ふ れ あ い ホ ー ル
ほ っ と 館
多 目 的 室

泊 泉 苑

泊 泉 苑

ほ っ と 館
多 目 的 室
ほ っ と 館
多 目 的 室
ほ っ と 館
多 目 的 室
ほ っ と 館
多 目 的 室
ほ っ と 館
多 目 的 室

越山、成、滝根、湯之山、菅野
本坂、野村、朴丸、薦池、寺領、河来見

本庄上、本庄宇治、長延

本庄浜、野室

蒲入

新井

町内全域

町内全域

大原、津母、峠、畑谷

井室、六万部、泊

立石、耳鼻、亀山

高梨、平田、大浦

日出

町内全域

町内全域

月

火

水

金

火

水

金

月

火

水

月

火

水

金

16

17

18

20

24

25

27

2

3

4

9

10

11

13

令和 8年 2月 16日 ( 月 ) から、下記のとおり各地区を巡回して申告相談を実施します。

税理士相談
受付14：30まで
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※お待ちいただく時間を少なくするために『予約制』を実施しております。
＊『予約制』としており、予約なしでお越しいただいた場合、相談はお受けできませ
　んので、必ず事前に電話予約をお願いします。
＊代理の方がご相談に来所される場合は、「委任状」等が必要となります。

○予約方法　【１週間前までに予約をお願いします。】
①予約専用電話にご連絡ください。

　☎0773-76-5772（お客様相談室）【平日 8：30～ 17：15】
②受付の際に、「基礎年金番号」「氏名」「住所」「電話番号」「相談内容」等についてお伺いします。
　（お手元に、「年金手帳」または「基礎年金番号通知書」をご用意ください）
③ご希望の「会場」「予約時間」をお伺いします。
　（予約状況により、ご希望に添えないことがありますのでご了承ください）
※相談当日は、予約時間の「10分前」までにお越しください。
※当日、ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡をお願いします。

『年金相談』日程表

〒624-8555　舞鶴市南田辺５０-８　
日本年金機構　舞鶴年金事務所　☎0773-78-1165

お問い合わせ

※予約制

※予約制

５日（木）
福知山市役所 市民相談室

福知山市字内記13番地の1

☎0773-22-6111

10時15分

～

15時45分

10時30分

～

15時45分

１９日（木）
峰山総合福祉センター

京丹後市峰山町杉谷691

☎0772-69-0310

５日（木）
福知山市役所 市民相談室

福知山市字内記13番地の1

☎0773-22-6111

２６日（木）
峰山総合福祉センター

京丹後市峰山町杉谷691

☎0772-69-0310

令和８年２月 相談時間 注意事項令和８年３月

福知山市

京丹後市
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